
  

今回は林業作業現場ではありませんが、山から生産され、加工された木材が競りにかけられ

る様子を取材してきました！ 

 

今回見学したのは… 

高幡木材センター 

 

協同組合高幡木材センターは、前身である窪川官材製材協同組合センター部を経て昭和 47 年

10 月に設立されました。高幡地域は四万十川上流に位置し、恵まれた気象条件のもと生育した

四万十ヒノキは建築材として優れ、Ｋ（高幡のＫ）材としてその名声を全国に広く高めてきまし

た。市には高幡地域だけでなく県内各地から製品が集まり、愛知県、香川県、愛媛県など全国か

ら買い手が集まります。今回見学した市は 44 周年記念市でした。ちなみに、毎年 10 月は、周

年記市だとのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全国的に知られているヒノキといえば白っぽいイメージが一般的ですが、四万十ヒノキは油分

を多く含み、淡いピンクの美しい色と強い香りが特徴で耐久性が高いと言われています。 

～林業作業現場取材～ 

 

新米林業女子。現場で
学びながら私なりの目
線でお伝えします！ 

ハルちゃん 


